
 

 

富山県協会 

特殊詐欺被害防止街頭 PR活動を実施しました 

富山県協会（会長：木下泰浩 富国生命執行役員富山支社長）は、10月 15日に富山

駅にて富山県警察本部生活安全部、富山中央警察署、富山財務事務所と合同で特殊詐欺

被害防止街頭 PR活動を実施しました。 

 「最近はニセ警察官による詐欺被害が多く発生しています。本物の警察は SNS で連

絡することはありません。警察手帳や逮捕状等の画像を送ることはありません。相手が

警察官でも金銭の要求は詐欺を疑いましょう。」「詐欺犯人の多くは、＋から始まる国際

電話を利用しています。被害にあわないためにも、国際電話からの着信をブロックしま

しょう。」「投資や副業に関する詐欺被害も多く発生しています。＜必ずもうかる＞＜あ

なただけ＞といった言葉は要注意！何かおかしいと思ったら、家族や警察に相談しまし

ょう。」と呼びかけ、チラシ 500枚、ポケットティッシュ 500個を配布しました。 

 この活動は 2018年に県警本部と「特殊詐欺等の犯罪被害防止に関する安全・安心協

定」を締結したことをきっかけに今年で８回目となります。 

 また、街頭PR活動を起点に 10月～12月の期間で会員各社の営業活動等でもチラシ

配布を実施しています。 


